
令和４年度 自己評価・学校関係者評価 報告書  
 岐阜県立岐阜城北高等学校 学校番号 ８ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 確かな学力、豊かな人間性、健やかな心身を育み、一人一人の個性を伸ばし、社会の変化に
柔軟に対応し、社会に貢献できる人材を育成します。 

２ スクール・ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『生徒をどう育てるか』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

『どんな生徒を待っているか』  

アドミッション・ポリシー（ＡＰ）  
・主体的に多様な人々と協働して学び、生き
て働く知識・技能を身に付け、課題を発見し
解決に取り組む生徒 
・心身の錬磨を図り、個性を尊重し、奉仕の
精神を養い、自らの役割と責任を果たせる生
徒 
・社会の変化に柔軟に対応し、地域や社会の
課題に取り組み、地域社会の発展に貢献でき
る生徒 

・生徒一人一人がキャリアデザインを具体的
に描き、自己実現が図れるよう、各学科の特
色ある教育活動を推進し、専門性を深化させ
るとともに、キャリア教育を推進 
・「主体的・対話的で深い学び」を推進し、知
識・技能を習得させ、他者と協働しながら課
題を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力等や主体的に学習に取り組む態度を育
成 
・基本的生活習慣の確立と自他の生命を尊重
する態度を育て、生徒一人一人の個性を伸長
し、深い学びを実現するための社会に開かれ
た教育課程の編成と個に応じた指導の実施 

・基本的な生活習慣が身に付いており、向学
心を持ち、学校行事、生徒会活動、部活動な
どの活動に積極的に参加し、多様な人と協働
して学ぶことができる生徒 
・進路実現に向かって継続的に努力し、多様
な学びや資格・検定、コンクールに主体的に
取り組み、自らの可能性を拓く意欲のある生
徒 
・部活動でスポーツ活動または文化活動で優
れた能力を有し、入学後も継続して活動する
意欲ある生徒 
 

 

２ 評価する領域・分野 ◇特別活動部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・学校評価アンケートの「新型コロナウィルス感染症対策を講じて適
切に計画している」に生徒が８割、保護者が９割｢よく当てはまる｣
「あてはまる」と回答があり、生徒、保護者に理解が得られたと思
われる。 

・学校行事等のアンケート結果は、すべて昨年度よりいい回答を得る
ことができた。できることを工夫し実践できた成果と思われる。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

◇自主的な行動習慣を養い、自己を生かす能力の育成に努める。 
◇ホームルーム活動や部活動に積極的に参加させ、健全な心と、最後
までやり抜く強い気持ちの育成を図る。 

◇生徒と教師が信頼と愛情に基づいて協力し、充実感や達成感を味わ
えるように導く。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・生徒会役員との意見交換を積極的に行ない、生徒の意見を取り入れ
ながら行事等を進めていく。 

・部活動への積極的参加と活性化について､教員への働きかけを行う。 

・部活動デーを推進し、部活動の活性化と向上を図る。 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 
（１）部活動への参加意欲を喚起し、学校全体に

活気を生む。 
（２）ホームルーム活動等で、クラスの協調性を

養う。 
（３）学校行事を通じて、生徒が充実感・達成感

を得られる機会をつくる。 

（１）部活動の充実 
 
（２）クラスごとの具体的取り組みの明確化 
 
（３）学校行事の充実 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 
・部活動の活性化 
  部活動デーの確保・大会結果の広報活動 
・ホームルーム活動の活性化 
  各種行事への積極的参加・クラスでの協力 
・学校行事の活性化 
  行事への積極的参加。行事の企画・工夫 

①参加状況・大会結果 
    
②クラスでの目標達成 
    
③参加状況 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○文化祭(紫翠祭)では３年生は動画発表、１，２年生は階段アートと昨年以上にク
ラスでの活動ができた。 

○球技大会では、ＰＴＡの支援でクラスＴシャツを作成し、応援も含め一致団結す
るムードがあり、盛り上がった。 

○生徒会は執行部を中心に積極的活動を行っている。 
▲部活動の活性化をより呼びかけていきたい。 

 

総 合 評 価 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
◇紫翠祭・球技大会など、各行事とも新型コロナ感染症感染防止を第一に考え、状況の応じた実施方法
を考えていく。 

◇生徒会の活動を積極的に推進していきたい。 
◇部活動を積極的に推進していきたい。働き方改革による部活動の在り方を踏まえつつ、大会結果の広
報活動など、校内および保護者に積極的に発信していく取り組みを考え、部活動の重要性への理解を
深めてもらう。 

Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和５年 月  日 

【意見・要望・評価等】 

 

 

 

 



 


